
昔ばなし、民話、絵本など、子どもの頃に一度は聞いたこと、読んだこと

がある話を、大人になってもう一度聞いてみましょう。大人になって聞いて

みると、子どもの頃とは違った見方ができるかもしれません。 
 

①おはなし ミャンマーの昔話「石の裁判」  
  『世界むかし話11 象のふろおけー東南アジアー』 

  光吉夏弥／訳 テプシリ・スークソパ／絵 ほるぷ出版 

  野宿をすることになった男の子。 

  石の下に隠したお金が無くなってしまいます。  
 

②朗読 「清兵衛と瓢箪（ひょうたん）」 
  志賀直哉／作 新潮文庫 

  瓢箪を愛した少年の物語です。   
  
 

③紙芝居 「曽根崎心中」 

  近松門左衛門／原作 サワジロウ／脚本・絵 

  雲母書房 

  この世のなごり、夜もなごり。 

  恋のために死を選んだ二人の物語。 
 
 

④絵本 「ふしぎな月」 

  富安陽子／文 吉田尚令／絵 理論社 

  海に、町に、不思議な月が昇る時、 

  驚きに満ちた世界が広がります。 
 
 

演者  おはなしボランティア 「おはなし結」 

日時  令和７年９月２０日（土）10：30～11：15 

会場  粕谷区民センター２階 第３会議室 

定員  会場先着約２０名 

お問合せ 粕谷図書館 電話 3305-1661 FAX 3305-1664 


